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【概要】 

近年，コオロギは食糧問題の解決策として世界中から注目されている。また，徳島県で生産されてい

る柚香は果汁を使用するため，皮の大半が廃棄されている。そこで，廃棄される柚香の皮を利用してコ

オロギに栄養素を添加できれば，低コストかつ高栄養なコオロギの生産と，フードロスの削減のどちら

にも貢献できると考え，本研究を開始した。 

研究段階として，まずコオロギに与えることのできるビタミン C量を特定した。次に，その実験で決

定した比率(柚香の皮:餌＝1:2)で混ぜた餌をコオロギに与えて，成長に問題がないか確認した。そして，

コオロギに含まれるビタミン C量を比較する方法を検討した。結果，パックテストを用い，その液の色

を，紫外可視分光光度計を用いて比較することにした。しかし，実験を実際に行うと，手動で行ってい

る操作の中で，大きく値にズレが生じる操作があることが分かった。そこで，比較法を再検討し，ずれ

が生じる部分を修正し，再度，比較を行なった。 

今後の展望として，今回の方法ではコオロギから抽出した液体からビタミン C以外の物質を取り除けた

とは言い難い。ここから，研究を重ね，ビタミン Cのみを抽出し，最終的にはビタミン C量を測定した

い。 

In recent years, crickets have been attracting attention because we can raise them at a low cost and 

they have much protein. Citrus yuko is a kind of citrus produced in Tokushima. Its juice is used but 

the peel is discarded. So, we wondered if we could feed yuko peels to crickets to make them more 

nutritious. If this is successful, we’ll be able to help reduce food loss, too.  

 In the experiment, first, we fed feed including yuko to crickets that lived for about two weeks. 

However, we thought that there might be a limit to the ratio of vitamin C and the feed given to 

crickets. So, in order to detect the maximum amount of vitamin C given to crickets, we did an 

experiment with different ratios of vitamin C and feed prepared. From the results of this experiment, 

we decided to conduct the future experiments at 2:1 ratio where there was not much changed because 

emergence did not go well and the number of deaths increased at 1:1. 

 Next we did an experiment that giving crickets feed including yuko. The ratio of yuko and feed was 

fixed at 2:1 and the same number of crickets that were fed only feed were prepared for the control 

experiment.  

【研究動機・目的】 

この研究を行うきっかけとして，前述のとおり，

近年，コオロギは飼育コストが低いにも関わらず，

高タンパクであるとして，食糧問題の解決策とし

て注目されている。さらに，徳島県が全国生産１

位の柚香（ユコウ）は，果汁を主に使用するため，

圧搾され，その皮は廃棄されることが多い。そこ

で私たちは，コオロギに廃棄される予定である柚

香の皮を与えることで，ビタミンＣを添加できれ

ば，食料としてさらに低コストかつ高栄養なコオ

ロギの生産とフードロスの削減のどちらにも貢

献できると考え，本研究を開始した。 

【実験器具】 

実験に使用したコオロギはフタホシコオロギ

(Gryllus bimaculatus)であり，29℃に管理したイ

ンキュベーター内でタッパーの中に 15 匹～25 匹



入れて飼育した。水や餌は３日に１回与え，掃除

もその日に行った。 

【実験】 

私たちは実験の過程を５つに分けて研究を行

なった。 

１ コオロギに与えられるビタミンＣ量の最大

値の特定 

仮説 私たちはコオロギに与えられるビタミン

Ｃ量には限界があると考える。なぜなら，同じ餌

の量を与える時サプリメント餌の方がビタミン

Ｃ以外の栄養価が不足するため，成長に何らかの

問題が生じると考えた。 

方法 コオロギに餌とビタミンＣサプリメント

を混ぜたものを５g ずつ与える。どの割合がコオ

ロギの生育に問題なく効率的にビタミンＣを添

加できるかを調べるために，ビタミンＣサプリメ

ントと餌の比率を 1:1，1:2，1:3，サプリメント

なしで混合した４種類の餌を用意する。餌を与え 

る日と同日にコオロギの生存数を記録する。 

結果 1:1 だけが他の餌を与えたものより生存数

が大きく減少していることが分かったが，1:2， 

1:3，無しでは，大きな差が見られないことがわか

った。 

 

考察 ビタミンＣと餌の割合が 1:1の場合，コオ

ロギの生育に何らかの問題が生じていると考え

た。これは，ビタミンＣ量が多すぎるため，ビタ

ミンＣの過剰症になったのでなく，相対的に栄養

価が不足したからだと考える。今後の実験では，

餌に混ぜるときの比率は 1:2で行うことに決定し

た。 

２ 柚香餌を与えたコオロギと餌のみ与えたコ 

オロギの生育の差の観察 

仮説 柚香餌と餌のみを比較すると，総合的な栄

養価を考慮すると，柚香餌の方がタンパク質など

の成分がやや少ないと考えたため，柚香餌を与え

たコオロギの方が小さく成長すると考えた。 

方法 コオロギに柚香と餌を混ぜ合わせたもの

と餌のみのものを５gずつ与える。前の実験より，

柚香と餌の割合は 1:2 で実験を行う。二週間後，

コオロギの体重を測定しそこから一匹当たりの

重さを求めて比較する。 

結果 柚香餌を与えたコオロギと餌のみを与え

たコオロギでは生育に大きな差はみられなかっ

た。 

 

考察 柚香餌を与えたことで懸念されていた栄

養不足は，問題ないことがわかった。これは，金

魚の餌に含まれているタンパク質などは植物性

のものであり，含まれる栄養価に大きな差がなか

ったからだと考えられた。 

３ コオロギの体内に含まれるビタミンＣ量の 

比較法の確立 

仮説 共立理科学研究所が販売しているビタミ

ンＣの簡易比較が行えるパックテストを用いる

ことでビタミンＣ量の比較ができると考えた。し

かし，このパックテストは酸化還元反応を利用し
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図３ 成長率の比較 

図１ コオロギに与える餌 



て比較を行うため，反応に関連する物質を取り除

くべきだと考えた。そこで，液内の物質を限りな

く少なくするために，吸引ろ過を行うことで，コ

ロイド粒子などの懸濁の原因物質を取り除き，ヘ

キサンと混合することで，コオロギに含まれてい

る油溶性物質を取り除くことができると考えた。

また，細かい色の差異も捉えられるように，紫外

可視分光光度計を用いて，色の変化を数値的に捉

える必要があると考えた。 

方法 濃度の違うビタミンＣ水溶液（0.1，0.2，

0.4，1.0，2.0，4.0mg/L）を用いて実験する。ビ

タミンＣ水溶液を３mL測り，パックテストの手順

通りの反応を試験管内で行う。その後，紫外可視

分光光度計で計測を行う。比較は誤差を考慮して

３回行う。 

結果 濃度の違うビタミンＣ水溶液で吸光度を

測定した結果，ビタミンＣの濃度と吸光度は強く

関係していることがわかった。 

 

考察 このことより，パックテストでの比較は可

能だと考えた。またこの値から，どの程度のビタ

ミンＣが含まれているのかも考察できると考え

た。 

４ コオロギの体内に含まれるビタミンＣの比 

較法の改良 

仮説 実験の過程で，ヘキサンと混合する際の混

ぜ方や時間によってパックテストでの結果に看

過できない誤差が生じることが分かった。原因と

しては，実験の操作のうち人力で行う部分で差が

出たと考えられる。そこで，マグネティックスタ

ーラーで混ぜることで，混ぜ方を均一化すること

ができると考えた。 

方法 1.0mg/Lのビタミン C水溶液 50mLにヘキサ

ン 20mL 入れてマグネティックスターラーで攪拌

する。攪拌する時間を２，４，６分，静置する時

間を５，10，15分の計９種類実験を行いそれを何

も操作を行わなかった 1.0㎎/LのビタミンＣ水溶

液の値と比較する。 

結果  何の操作も行わなかったビタミンＣ水溶

液と比較した結果，４分間マグネティックスター

ラーで攪拌し，５分静置するとき，最も値に誤差

が少ないことが分かった。 

考察  このことから，マグネティックスターラ

ーで攪拌するとき，４分攪拌して，５分静置す

るとき，ビタミンＣにとって最もヘキサンの影

響が少ないことが分かった。これは，４分かき

まぜた時にヘキサンの中でミセルコロイド化し

たビタミンＣが５分静置することにより，ミセ

ルコロイドが解消されたからだと考えた。 

５ コオロギの体内に含まれるビタミンＣ量の 

比較 

仮説 コオロギの体内に含まれるビタミンＣ量

は，柚香餌を与えたコオロギの方が餌のみを与え

たコオロギよりも多くなると考えた。ビタミンＣ

は水溶性だが，摂取するビタミンＣ量はかなり多

いため，少なからず差は出ると考えた。 

方法  実験（２）で使用したコオロギを冷凍して
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図４ ビタミンＣと吸光度の関係 
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おいたものを使用する。10ｇ測り取った冷凍コオ

ロギを電動ミルに 20秒かけて，軽く混ぜた後，大

きさが揃うように再度 20 秒電動ミルにかけて破

砕する。そこから，５g 測り取って純水 100mL の

中に入れ，マグネティックスターラーで 1400ppm，

４分間攪拌する。その後,実験（３）で検討した操

作を行うが,コオロギに含まれているビタミンＣ

量が多いため,10 倍に希釈してから操作を行う。

誤差を考慮して,一回の実験で得られた液体から

３回計測し,実験自体は３回行った。 

結果 柚香餌を与えたコオロギの方が柚香を与

えていないコオロギよりも含まれているビタミ

ンＣ量は多いことが分かった。 

考察  ビタミンＣが豊富な柚香を与えることビ

タミンＣをある程度コオロギに添加することは

できると分かった。 

【まとめ】 

 今回の実験の結果より，柚香を含んだ餌をコオ

ロギに与えることで，コオロギの生育に問題なく，

コオロギに含まれるビタミンＣ量を増加させる

ことが可能だと分かった。また，飼育時に感じた

刺激臭が軽減されるという結果も出た。しかし，

今回の比較方法ではコオロギから抽出した液体

から完全にビタミンＣ以外の還元性物質を取り

除けたとは言い難い。今回，実験（５）で行った

修正をもとに，さらに実験を続けていきたい。 
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